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嵐山町周辺の施設（P７に説明）
▲ 埼玉県平和資料館
▲ さいたま川の博物館 ▲ 埼玉県立歴史資料館
▲ 丸木美術館
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１　ヌエック創設時からの事業活動についてどのようにお考えですか？
全国女性会館協議会（平成1 3年１月１日から改称）は1 9 5 0年代に私立の婦人会館から集まっ
て婦人会館のあり方や経営についての情報交換を目的に組織され、後から公立会館が入ってきた
のです。文部省（平成1 3年１月６日より文部科学省）から国立の婦人会館をつくる構想の説明
があった時、地域の婦人会館では出来にくいことをしてほしい、今でいうナショナルセンターの
役割を期待して大学婦人協会など他の女性団体と一緒に多方面にその設置を働きかけました。会
館職員の研修、全国の女性の交流、女性情報の提供などを要望しました。時代が移り変り、様々
な課題が出てきていますが、ヌエックは、国際交流事業、女性学講座、最近は研究事業と中身の
濃い事業を行っていると思います。これが全国の公私立の女性会館、女性センターが期待してき
たことではないでしょうか。施設は、どんなに建物や設備が立派でも中で働く人が生き生きして
いないと本当の施設にはなりません。ヌエックのスタッフは真摯に取り組んでいると思いますよ。
２　独立行政法人化に際し、これからのヌエックにはどんな役割を期待されますか？
「効率化」ということを耳にしますが、都心から離れた自然環境の中のヌエックの活動を数値に
よって評価しては、事業が手薄になってしまい、これまでの積み重ねが意味をなくしてしまいま
す。当初から民間では採算が取れないから国が直轄で運営してほしいと私たちは要望しました。
官僚的な運営ではなく、利用する多くの女性の願いに答える運営を今後も進めてほしい。創設時
の私たちの努力を継承してほしいと思います。そのためにはこれからも協力していきます。
３　今後の女性施設とヌエックとの関係についてどのようにお考えですか？
女性教育、文部科学省の施設というと縦割り行政で考えられてしまいますが、これまでのヌエ
ックは男女共同参画社会の形成を目指す幅広い施設、所管や名称を問わず公私立の女性会館や女
性センターとの連携を大事にしてきたと思います。職員の研修事業に参加すれば全国の女性施設
との交流ができネットワークができます。インターネットを活用した情報のネットワークはヌエ
ックがセンター機能を果たしてきています。これからも、全国の女性会館、女性センターの実情
を踏まえ、必要とされる研修や情報・資料の提供などを期待しています。
現　　 職　財団法人主婦会館理事長
全国女性会館協議会会長
国際婦人年連絡会世話人
国立女性教育会館運営委員（創設時より）
中村紀伊氏へインタビュー
平成12年度 国立女性教育会館総合テーマ
『男女共同参画社会の形成をめざした「学び」と「活動」』
について
プロフィール
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事業の実施報告
▲シンポジウム
「男女共同参画ーそれぞれの地域からー」
ヌエックでは、1 1月1 0日～1 2日までの３日間、男女共同
参画社会の形成に向けた学習・活動を行っている団体・グル
ープ等を対象として、「ヌエック・フェスティバル2 0 0 0」を
約7 0 0名の参加者を得て開催しました。
参加者は北海道から鹿児島まで広い地域に及び、様々な機
会を通して参加者相互のネットワークづくりが活発に行われ
ました。
実行委員会とヌエックとの共催による「ヌエック・フェス
ティバル2 0 0 0」は、全国各地域から選ばれた実行委員を中
心に、ヌエックボランティアによるワーキング・グループ、
その他のヌエックボランティアによる企画・運営により実施
されました。
コント集団ザ・ニュースペーパーによるコントは、日常生
活の中での男女共同参画とは何かをわかりやすく表現し、大
野館長をコーディネーターとし、志村直毅さん・細谷洋子さ
ん・三隅佳子さんによるシンポジウムは、条例づくり等に取
り組む地域の現状、住民と行政との連携等、今後の課題を話
し合いました。
また実行委員が担当したテーマ別討論では、活発な意見交
換が行われ、夜の「交流の夕べ」では、活動事例紹介や地域
の踊り・歌が披露され、楽しく交流を深める時間となりまし
た。
公募による6 0件の自由企画プログラムは、ジェンダー問
題・女性政策・高齢化・人権等に関する日頃の活動及び学習
成果の発表を中心とするワークショップや展示の他、寸劇、
演奏等のパフォーマンス、お茶、和紙すき等の体験学習等が
行われました。国連特別総会「女性2 0 0 0年会議」特別展示
やヌエックボランティアの男性による「茶房」も好評で、充
実したフェスティバルとなりました。
1 1月1 2日（日）の午後、ヌエック・フェスティバル2 0 0 0
に引き続き、「フォーラム家庭教育」（文部省・国立婦人
教育会館・埼玉県教育委員会の共催）」を実施しました。
このフォーラムは、子どもの「心の教育」の充実を図る
ために、男女がともに積極的に担う子育て及び地域・社
会との連携の中で担う子育てについて考えることを目的
として開催し、全国各地から2 8 0名が参加しました。
フォーラムの第１部では、ジェンダー落語を各地で口
演している桂文也さんが「親がいきいき、子どもがいき
いき」をテーマで講演。第２部では「家庭地域で育てよう、子どもの豊かな心」をテーマとして、
パネリストに松井石根氏（〈社〉日本P T A全国協議会顧問）、須田和氏（ミズプランニング・情報
アドバイザー）、亀口憲治氏（東京大学大学院教授）、コーディネーターに牧野カツコ氏（お茶の
水女子大学大学院教授）を迎え、パネルフォーラムを行いました。父親参加と地域ぐるみ子育
ての必要性が確認され、会場との活発な意見交換もあり、充実したフォーラムとなりました。
ヌエックフェスティバル2000
▲交流の夕べで登別「鬼おどり」を
踊る参加者
▲パネルフォーラム
フォーラム家庭教育
▲男女共同参画の寸劇を演じるコント集団　
ザ・ニュースペーパー
出会い・感動・ネットワークー男女共同参画社会の実現へー
事業の実施報告
７月に開館したばかりのもりおか女性センターでは、「わたしのまちで働
きたい・働きつづけたい」をテーマとしたフォーラムを行いました。午前
中は「上手に子育て前向き介護」「男女で考えるセクハラ対談」「手の届く
企業」の３ワークショップが開かれ、どの会場も満員の状態で、事例発表
をもとにした活発な討議となりました。午後は、佐藤洋子氏（東京女性財
団理事長）の基調講演、佐藤氏のコーディネートによるシンポジウムが行
われ、プログラム全体を通してそれぞれの立場から女性の働き方について
考えることができたフォーラムとなりました。
もりおか女性センター
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ヌエック公開シンポジウム
平成13年２月25日（日）13：00～16：30、東京都杉並区のセシオン杉並を会場として、東京都教育委員会との
共催で公開シンポジウムを開催します。このシンポジウムは会館で行っている調査研究の成果を公開するものです。
プログラムは第１部「小子化社会の子育てのゆくえー広がる子育てサークル」をテーマとするシンポジウム、第２
部「国立婦人教育会館研究紀要第４号」入選論文報告会の２部構成になっています。申込みは往復はがき、ファッ
クス、Ｅメールで受け付けております。詳細につきましてはホームページをご覧いただくか、事業課までお問い合
わせください。皆様の参加をお待ちしております。（手話通訳、幼児保育あり）
事業予告・募集
▲シンポジウム「働きたい女性のために考えよう」
「男女共生フォーラムーあなたが変わればみんなが変わる」をテーマと
して、午前中は、青年期、壮年期、高齢期のライフステージによるディス
カッション結果の報告と意見発表があり、世代を超えて男女共同参画社会
をつくるための課題・取組についてフロアと意見交換を行いました。午後
からは「男女共同参画社会の実現に向けて」と題する講演があり、生涯学
習の役割と今後の取組について考えました。ライフステージ別に視点を置
いた企画であり、高校生や大学生、高齢者の参加者が目立ち、幅広い年齢
層のネットワークの重要性が確認されたフォーラムでした。
大分県生涯学習教育センター
▲青年期、壮年期、高齢者のトーク＆トークのまとめ
「パートナーとつくる21世紀・岐阜ー地域発　男女共同参画」をテーマと
して、午前中は４つの分科会（まちづくり、ボランティア、子育て、職場）
を事例発表を中心に、男女共同参画社会の形成に向け各領域でどのような
取組を進めればよいか、討議を行いました。午後は、午前中の分科会のコ
メンテーターによる各分科会報告があり、その後７名のパネリストによる
フォーラム「パートナーと創る21世紀・岐阜」を行い、男女共同参画社会
にするための提言がありました。全体として、具体的な実践活動事例を中
心としたプログラムであり、男性の参加者も多く、日常生活を考え直すよ
いきっかけとなりました。
岐阜県生涯学習センター
▲フォーラム「パートナーと創る21世紀・岐阜」
「ネットワークで変える職場・家庭・地域」をテーマとして、午前中は、
リレー対談「変わったか職場・家庭・地域」を行い、男女平等の実現に向
け制度は整いつつあるが、現実の社会は変わったのか、変わらなかったの
かを三人の登壇者と参加者で検証しました。午後からは、北陸三県から14
の自主企画ワークショップを行い、寸劇、報告、討議、パネルディスカッ
ション等様々な手法で男女共同参画について考えました。21世紀の男女共
同参画社会の実現に向け、理解と協力のネットワークを広め活動する意義
を考えるフォーラムとなりました。
石川県女性センター
▲寸劇で男女共同参画社会を考えるワークショップ
男女共同参画推進フォーラム
平成12年7月29日（土）
平成12年8月20日（日）
平成12年12月10日（日）
平成12年12月10日（日）
国立女性教育会館は、地域における男女共同参画社会の形成をめざした生涯学習の推進と、広域的な施設間のネットワー
クの形成の充実を図ることを目的とした男女共同参画学習推進フォーラムを全国5地域（岩手県、大分県、石川県、岐阜県、
和歌山県）で実施することとなり、4地域が終了いたしました。
「平成12年度男女共同参画学習推進フォーラム」５地域で実施
※　平成13年度「男女共同参画学習推進フォーラム」共催機関を募集しております。公・私立の婦人会館・女性センター、
生涯学習センター等の生涯学習関連施設からの応募をお待ちしています。締切りは、平成13年２月28日（水）。
研究紀要第4号
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エルネットによる「家庭教育セミナー」のシリーズ第３弾放送開始!!
「家庭教育セミナー」の新シリーズ「明日の親のためのシリーズ」が、１月12日（金）よりスタート
いたしました。３月２日（金）まで全５回の放送が予定されております。
新シリーズでは、家庭教育に関する専門家、ジャーナリスト、外国人などを講師に招き、子育てに関す
るご意見などを伺うとともに妊娠・出産・子育てに関する情報提供を主な内容としております。
「家庭教育セミナー」は、会館を初めエル・ネット（※参照）の受信施設のある全国の公民館、図書館、
学校、生涯学習センター等（約1,500カ所）でご覧になれます。また、会館では既に放送した「しつけ集中
シリーズ」「父親の家庭教育参加のためのシリーズ」の貸出用ビデオを用意しております（第３シリーズ
は、放送終了後、順次貸出）。ご希望の方は事業課までお問い合わせください。
「女性と人権」をテーマとして研究紀要第４号を刊行しました。女性と人権をめぐる課
題、女性・男性それぞれの視点からのリプロダクティブ・ヘルス／ライツ、高齢者介護に
かかわる家族のなかの人権、女性の人権と教育に関するテーマ論文５編、ヌエックの調査
研究事業の成果、一般から募集した投稿論文のうちの入選作４編、その他女性学・ジェン
ダー研究等に関する書評３編等が盛り込まれています。入手方法の問い合わせは事業課
ヌエック女性学ビデオシリーズの作成
ヌエックの企画によるビデオシリーズ「ジェンダー・フリーな社会をめざして」第１巻～
第３巻を刊行しました。第１巻「ジェンダーってなに？～自分らしさの発見～」（46分）は、
ジェンダーのさまざまなありようを学生の座談会やトランスジェンダーの作家へのインタビ
ューなどから見つめ、その解消の道を探ります。第２巻「彼女たちの挑戦～女性たちの多様
な働き方～」（40分）は、女性の大工さん、企業の管理職、マスメディアの送り手、育児休
業を取得した男性、ワーカーズ・コレクティブの女性たちへのインタビューから、新しい働
き方を考えます。第３巻「いまどき『女と男』事情～恋愛・結婚・子育て」（42分）は、〈２
組のカップルが登場するドラマ〉を通して、夫婦別姓、三歳児神話の脱神話化、脱・性別役
割分業への展望を広げます。男女共同参画についての学習、討論を進める際の材料として、
ぜひご活用ください。館内ビデオ視聴の申し込みは情報センターまで、購入申し込み・問い
合わせは、ジェムコ出版株式会社（TEL 03-5428-8245）まで。
調査研究資料の作成
第１回　１月12日（金） 19：00～20：00
第２回　１月19日（金） 19：00～20：00
テ　　ー　　マ：「今どきの妊娠・出産事情」
コーディネーター：中村克洋（フリーアナウンサー）
講　　　　　　師：大日向雅美（恵泉女学園大学教授）
安達知子（東京女子医科大学助教授）
山田まりや（タレント）
第３回　２月２日（金） 19：00～20：00
テ　　ー　　マ：「いろいろな子育て・外国の子育て事情」
コーディネーター：西東桂子（フリーエディター）
講　　　　　　師：ミュリエル・ジョリヴェ（上智大学教授）
ペマ・ギャルポ（タレント）
第４回　２月16日（金） 19：00～20：00
テ　　ー　　マ：「みんなで支える子育て」
講　　　　　　師：河野真理子（（株）キャリアネットワーク代表取締役社長）
上出弘之（（社福）子どもの虐待防止センター理事長）
聞　　き　　手：西田百合子（フリーアナウンサー）
第５回　３月２日（金） 19：00～20：00
テ　　ー　　マ：「21世紀の子育てのために」
講　　　　　　師：鹿島敬（日本経済新聞社編集委員・論説委員）
椋野美智子（日本社会事業大学教授）
山田昌弘（東京学芸大学助教授）
エル・ネット「家庭教育セミナー」第３シリーズ放送予定
※　平成11年７月より文部省が本格運用を開始している社会教育・学校教育の衛生通信ネットワーク。
通信衛星を利用して全国の公民館、図書館等の社会教育施設や学校等の教育関係機関を衛星回線で結び
教育関係等様々な放送を配信している。
事業予告・募集
12月13日（水）から15日（金）の３日間、インタ
ーネットで情報を提供している女性関連施設から女性
40名、男性９名の参加を得て、標記研究協議会を開
催しました。
この事業は、本名称になってから２度目となります
が、今回から日程を２泊３日に延長、「レファレンス」
と「ネットワーク」をキーワードに、レファレンスの
実習、女性関連施設や生涯学習センターからの事例報
告、ＩＴ革命についての講義等のプログラムで行われ
ました。最終日には、今後の施設間の日常的なネットワークのあり方とその具体的手段、
どういう情報を共有していったらよいか。また、これからＨＰを立ち上げる施設に対す
るサポートをどうするか等有意義な話し合いが持たれました。
今後、参加対象施設の急激な増加が見込まれています。日常的なネットワークも含め
ていよいよ本格的な研究協議会に成長しそうです。
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ことばの基礎知識
男女共同参画基本計画
平成11年６月に男女共同参画社会基本法が制定・施行され、国および都道府県に男
女共同参画基本計画の策定が義務づけられました（市町村は努力義務）。これを受け
て、平成12年12月、「男女共同参画基本計画」が、2000年プランに代わる平成22年
（2010年）までの政府の行動計画として策定されました。「政策・方針決定への女性の
参画拡大」「社会制度・慣行の見直し」など11の重点目標について、基本的方向を示
すとともに、平成17年（2005年）度までの具体的施策が記されています。重点目標
のひとつである「男女共同参画を推進し多様な選択を可能にする教育・学習の充実」
には、ジェンダーに関する調査研究等の充実、エンパワーメントのための女性教育・
学習活動の充実などの項目が掲げられ、国立女性教育会館の事業の充実等が明記され
ています。今後、ヌエックでは、この基本計画に沿って、男女共同参画社会の形成に
向けたさまざまな事業を行っていきます。
嵐　山　往　来
グアテマラ地方教育行政コース研修員来館
11月27日（月）から29日（木）の３日間、グアテマラ
の地方教育行政官10名が滞在されました。国際協力事業
団大阪国際センターが研修実施機関となり11月６日（月）
から12月１日（金）まで大阪大学、神戸大学、岡山大学、
当会館が協力して実施した研修です。平成７年５月「日
米間の地球的展望に立った開発協力の課題（コモン・アジ
ェンダ）」のひとつであるＷＩＤ分野作業部会において、
日米が協調してグアテマラ国女子初等教育の振興に取組
むことで基本合意を得、現在グアテマラ女子教育にかか
る様々な協力が実施されています。本研修コースは、かかる日米協調の一環として行われる
ものです。グアテマラの教育行政官、地方行政官等に対して日本の教育行政、学校教育、教
員養成等のノウハウを技術移転することにより、グアマテラ国の地方教育行政の機能強化を
図り、特に緊急の課題である先住民の女子教育の振興に資することを目的とし平成９年より
実施されています。当会館においてはホームビジェット、お茶会を行い、日本文化に触れる
体験プログラムを実施しました。
情報ネットワーク
女性関連施設等情報ネットワーク研究協議会
▲会館職員との記念撮影
▲レファレンス実習で課題に取り組む参加者
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ボランティアコーナー
ベトナムの方々との交流会で、年の頃は私と同じとはいえ、社会的立
場の違うこと、何よりもベトナム語はもちろん英語も話すことが苦手な
私は、緊張していました。
最初、会話に加われなかった私ですが、「援助は大切です。それを維持し
ていくことも大切です。ですが、まず現状を知ってください。」この言葉
に、「あっ」と思いました。話を聞くだけでは交流にはならないからです。
それからの会話の中で、彼らも私と同じなのだと感じました。育った
国は違っていても、感じ方や考え方は似ているのです。ただ文化や言葉が
違うだけなのです。そして違いを知るのはとても楽しいことでした。
活き活きと歌い、語る彼ら５人を見ていて、なぜこんなにいろいろなこ
とに意欲的なのだろう、ベトナムは今どのような状態なのだろうか。もっと知りたくなりました。そして私に
友人ができました。これからが私にとって本当の交流が始まるのです。
来日ベトナム社会主義共和国青年との国際交流
今や「ひきこもり」は全国で5 0万人とも言われています。このような方達を支えるボランティアをしたい
という相談が、私達窓口でもふえつつあります。
そんな一方で「私は過去に精神的に不安定で、家にひきこもってしまい、治療を受けたこともありましたが、
今は安定しているので、何かボランティアをしたいのですが・・・。」女性の方からの相談でした。
ボランティア活動には特に専門知識や資格がなくても、好きなこと、経験したことが役立つこともあります。
例えばレクリエーション、スポーツ、自然や環境保全、または福祉等、リサイクル等、さまざまな分野のお話
をする中で、「そう言えば私、前に園芸の勉強をしたことがあります。それならできそうです！」先程の沈ん
だ声とは違い、すっかり元気になられていました。
そこで私は、お住まいに近い情報機関、精神保健福祉センターを含め３カ所程御紹介致しました。
今年は「ボランティア国際年」ボランティア活動は、この混迷と不信のはびこる時代に他者との心と心の真
心を通し、社会に潤いとゆとりを与えてくれる希望の方途だと信じています。（相談員）
会館では、男女共同参画社会の形成の促進に資する教育・学習の充実を図るための一環として、研修棟にマ
ルチメディアを活用できる研修室を設置することとしました。すでに研修室の改修は昨年より始めており、研
修棟の利用にあたりましては工事の関係で何かとご迷惑をおかけいたしましたが、工事も３月中で終了する予
定です。この研修室には、デスクトップ型パソコン3 0台、5 0インチ大型プラズマディスプレイ２台を完備し
ており、各種学校、企業におけるパソコン研修の実施、エル・ネットの「オープンカレッジ」を利用した学習、
インターネットを活用して発信している女性関連施設等の情報なども受信して研修を行うことができます。ま
た、会館で行っている主催事業の内容を編集して教材としてご活用いただくことも考えております。研修室の
利用開始につきましては現在未定ではありますが、今後紙面でご案内する予定です。
マルチメディア研修室を設置
丸木位里、丸木　俊夫妻によって建てられ、世界に平和を発信する美術館として知られています。第二次世
界大戦末期に広島と長崎に落とされた原爆で被爆した人々の苦しみや願いを伝えるために二人で描いた「原爆
の図」が展示されています。
その他お二人が描いた風景画や絵本原画、位里さんの母スマさんが描いた絵も展示されています。
表紙説明
全国ボランティア情報提供・相談窓口から
▲会館談話室での記念撮影
人事異動（１月１日付）
佐賀大学学務部長　　藤井　陽光　（国立婦人教育会館次長）
丸木美術館
常設展示は昭和初期から終戦までの期間を中心に、埼玉県民が体験した戦争との関わりを当時の生活用具や
戦争に関する資料の収集、展示などから理解できることができます。掲載写真は昭和初期へ通じるタイムスリ
ップの入り口と空襲警報により防空壕へ非難するといった戦時中さながらの様子を光と振動により疑似体験で
きる施設です。
埼玉県平和資料館
総合テーマ「埼玉の母なる川-荒川を中心とする河川や水と人々のくらしとのかかわり」を様々な体験学習
を通して理解することができます。また、屋外施設の「荒川わくわくランド」では水の科学的物質（流力、浮
力、圧力、抵抗）などを体感できるウォーターアスレチック施設があります。掲載写真はシンボルの日本一の
規模を誇る総ヒノキ造りの「大水車」、様々な大型模型のある展示室、野外施設です。
さいたま川の博物館
※（社）国際婦人教育振興会が招へいしたベトナム青年がヌエックを利用し、交流機会の希望に応じて会館
ボランティアのみなさんが参加しました。
畠山重忠ゆかりの国指定史跡「菅谷館跡」内にあります。館跡の規模は約1 3万平米あり、見事に中世城郭
の原型をとどめ、史跡公園として公開保存されています。「比企歴史の丘」（埼玉県比企郡）中核施設として、
ガイダンスを行うとともに、中世を対象とした歴史考古資料の調査研究、北武蔵の生産生業に関する民俗調査
研究を主に事業展開をしています。掲載写真の「菅谷館跡」の左下は当会館です。
埼玉県立歴史資料館
1日　埼玉県立総合教育センター　中期研修会
2 ～ 3 日　第18回埼玉保育のつどい
2 ～ 3 日　埼玉県障害児通園施設協議会宿泊学習会
13～15日　未来にはばたく女性研究会（京都市研究委員会）
16日 のびのび親子共育塾（嵐山町・国立婦人教育会館共催）
2 ～ 6 日　日本スリーデーマーチ
16～19日 （社）国際婦人教育振興会
18～19日　埼商連　婦人部協議会
19日　嵐山中央公民館七つの祝式典
23～25日　青森県黒石市女性行動計画策定専門委員会
24日　第5回嵐山町子ども音楽祭
25～26日 （社）全埼玉私立幼稚園連合会　西部ブロック
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かい ら ん ばん
※　休館日（平成13年2月～4月）
2月5日（月）・19日（月）
3月5日（月）・31日（土）
4月1日（日）・ 2 日（月）・16日（月）
休館日でも前日に宿泊した方は、朝食と午前10時までの宿泊棟の利用ができます。
電話やＦＡＸによる申し込みの受付や利用相談も行っています。
【申し込み専用電話番号】ＴＥＬ：0493-62-6723
ＦＡＸ：0493-62-6720
※　全国ボランティア情報提供・相談窓口
【受付時間等】12月28日～1月4日を除く毎日　午前9時～午後5時
電　話：0493-62-1131
ＦＡＸ：0493-62-8185
Ｅ-maiアドレス：vol@nwec.go.jp
会館ホームページアドレス：http://www.nwec.go.jp/
（インターネットによる情報提供を会館ホームページから公開しています。）
6 ～ 9 日　日本婦人会議
12～13日　第52回日本林学関東支部大会
13～15日 （社）大学婦人協会　全国セミナー
22日　嵐山音楽祭
23～24日　平成12年度前期埼玉県家庭児童相談員研修会
23日　埼玉県母子愛育会第3ブロック研修会
25日　比企地区PTA役員等研修会
28～29日　全埼玉私立幼稚園連合会　北部ブロック
●ヌエックカレンダー
主な利用団体（平成1 2年1 0～1 2月）
1 0月
1 1月
1 2月
「政策決定の場における男女共同参画」
編 集 後 記
初めての女性知事の誕生、また各地で女性議員
を育てるためのネットワークや、バックアップス
クール等が広がり、これからますます女性の政治
参画は進むものと思われます。女性議員の進出に
よる自治体、国の政策の変化と今後について考え
る資料を一階エントランスホールに展示中ですの
で是非ご覧ください。
＊展示資料例
「汗・涙かがやいて：埼玉女性議員107人奮戦記」
「阿波女を議会に！バックアップスクール講座記録集」
「女性候補者を勝利に導くガイドブック：全米女性
政治コーカス選挙マニュアル」
「フツーの女性が選挙で勝つ方法」ほか
●展示コーナー
今号の表紙は、会館がある嵐山町周辺の資料館、美術館を紹介してい
ます。今年度の表紙は、4回にわたり嵐山町周辺をご紹介しました。
会館を訪れた際には掲載した記事の内容をご参考に散策されてみては
いかがでしょうか。
先にもお知らせしましたとおり、1月6日より会館の名称が「国立女性
教育会館」に変更しました。13年度の事業計画は現在策定しておりま
すし、総合テーマも『ヌエック新たなる飛翔　男女共同参画社会の形
成をめざした「学び」と「活動」』に決定しました。今後とも事業の推
進に努めてまいりますのでよろしくお願いいたします。
ヌエックニュース第92号
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●利用案内
